


広広報報いいししかかわわ３３月月号号 ●● ��

KKoo
HHoo
IIsshhiikkaawwaa

●
協
働
で
築
く
地
域
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　

町
で
は
、
平
成　

年
３
月
に
第
４
次
総
合
計
画
を
策
定
し
、

１３

そ
の
目
標
で
あ
る
「
自
然
が
融
け
合
う　

あ
ぶ
く
ま
高
原
都

市　

い
し
か
わ
」
を
将
来
像
と
し
て
掲
げ
、
各
種
施
策
を
展

開
し
て
参
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
、
急
激
な
少
子
高
齢

化
、
国
及
び
地
方
自
治
体
の
財
政
状
況
の
悪
化
、
首
都
機
能

移
転
等
の
大
規
模
開
発
の
見
直
し
な
ど
、
町
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
環
境
の

変
化
か
ら
、
第
４
次
総
合
計
画
と
現
在
の
社
会
情
勢
と
の
違

い
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
い
、
新
た
な
総
合
計
画
の
策
定
が

必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
町
で
は
、「
協
働
で
築
く
地
域
循
環
型
社
会
の
構

築
」
を
基
本
理
念
に
、
平
成　

年
を
初
年
度
と
し
た
新
た
な

２１

総
合
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
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総合計画といってもなじみのうすい方が多いと思います。　総合計画といってもなじみのうすい方が多いと思います。

従来の計画も町民代表の方や知識経験者などの意見を聞い従来の計画も町民代表の方や知識経験者などの意見を聞い

て策定していますが、行政主導は否めません。今回策定すて策定していますが、行政主導は否めません。今回策定す

る計画は、そういったものではなく、もっと身近なものにる計画は、そういったものではなく、もっと身近なものに

なるようにと考えています。石川町に住むみなさんが、なるようにと考えています。石川町に住むみなさんが、

「今、石川町が抱えている問題は何なのか」、「どうすれば「今、石川町が抱えている問題は何なのか」、「どうすれば

解決するのか」、「将来どういう町にしたいのか」、「どうす解決するのか」、「将来どういう町にしたいのか」、「どうす

ればそのような町になるのか」、という意識を共有するこればそのような町になるのか」、という意識を共有するこ

とで、きっと身近な計画ができるものと思います。とで、きっと身近な計画ができるものと思います。

そのためにも、ぜひ、みなさんに総合計画の策定にご参加そのためにも、ぜひ、みなさんに総合計画の策定にご参加

をいただき、共に住み良い町をつくりましょう。をいただき、共に住み良い町をつくりましょう。

みなさんのご意見を 
より良い総合計画にするためには、多くの
町民の方が計画の策定に係わることが必要
です。ちょっとしたことでも結構です。た
くさんのご意見お待ちしています。 

企画調整課企画係　1２６－９１１１　 
メール 

kikaku_k@town.ishikawa.fukushima.jp

QA
総
合
計
画
っ
て 

ど
う
い
う
も
の 

な
の
？ 

総
合
計
画
と
い
う
の
は
、
地

方
自
治
法
と
い
う
法
律
に
定

め
ら
れ
て
い
る
町
が
目
指
す
ま
ち

づ
く
り
の
設
計
図
み
た
い
な
も
の
で
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
、
約
１０
年
間
を
目
安
に
し

て
作
ら
れ
る
計
画
な
ん
だ
。
町
の

事
業
は
、
み
ん
な
こ
の
計
画
に
沿

っ
て
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
大
切
な

計
画
な
ん
だ
よ
。 

QA
総
合
計
画
っ
て 

い
つ
頃
か
ら 

あ
る
の
？ 

昭
和
４８
年
に
策
定
さ
れ
た
石

川
町
振
興
計
画
が
一
番
最
初

な
ん
だ
。
そ
の
後
、
昭
和
５８
年
に

石
川
町
新
総
合
計
画
、
平
成
５
年

に
石
川
町
第
３
次
総
合
計
画
、
平

成
１３
年
に
石
川
町
第
４
次
総
合
計
画
、

そ
し
て
今
度
策
定
す
る
の
が
第
５

次
総
合
計
画
に
な
る
ん
だ
よ
。 

QA
ど
う
や
っ
て 

作
る
の
？ 

ま
ち
づ
く
り
の
計
画
は
、
住

民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

作
る
も
の
な
ん
だ
よ
。
み
ん
な
が

暮
ら
し
や
す
い
町
に
す
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
知
恵
を
出
し

合
っ
て
作
れ
ば
良
い
計
画
が
で
き

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。 
 

QA
い
つ
か
ら 

始
ま
る
の
？ 

平
成
１９
年
４
月
か
ら
本
格
的

な
作
業
を
進
め
て
い
く
ん
だ
。

今
度
の
計
画
は
よ
り
多
く
の
方
の

意
見
を
聞
け
る
よ
う
に
、
協
議
会

や
委
員
会
を
作
っ
て
、
た
く
さ
ん

話
し
合
い
の
場
を
設
け
る
の
で
、

町
民
の
み
な
さ
ん
も
ど
ん
ど
ん
参

加
し
て
ほ
し
い
ん
だ
。
そ
う
し
て

出
さ
れ
た
意
見
を
ま
と
め
る
こ
と
で
、

き
っ
と
す
ば
ら
し
い
計
画
が
で
き

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。 

総合計画���総合計画���総合計画���
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住民登録関係

転出届（転出予定の１４日前から）
　次のもの（該当する分）を持参し手続きを行って
ください。
�印鑑、届出に来られる方の身分が確認できるもの
（運転免許証など）
（印鑑登録証、年金手帳、国民健康保険証、介護保
険被保険者証、乳幼児医療受給者証、老人医療受給
者証、一人親家庭医療費受給者証）

転入届（住所変更の日から１４日以内）
　次のもの（該当する分）を持
参し手続きを行ってください。
�転出証明書（他町村からの）、
印鑑、届出に来られる方の身
分が確認できるもの（運転免
許証など）
　（年金手帳、国民健康保険証〈既存家族に国保加
入者がいる場合〉）

水 道 関 係

水道を止めたいとき
　使用休止の届け出が必要です
　水道料金の精算が必要となりますので、引越しの
前日までに水道使用休止届を提出してください。
　使用休止のご連絡がない場合は、引き続き料金が
かかりますのでご注意ください。

水道を使用したい場合
　使用開始の申請が必要です
　上水道及び簡易水道を使用
する場合は、使用開始希望日の前日までに、水道使
用許可申請書を提出してください。（使用希望日が
土日、祝祭日の場合は、その前々日前まで）
　借家の場合は、町内在住者の保証人が必要です。

そ の 他

■運転免許証
　　転入先で住民票と免許証を用意して最寄の警
察署へ届け出ます。他都道府県へ転出された場合
は写真も必要になりますのでご注意ください

■愛犬の登録
　地域によって多少異なりますが、転出・転入市
町村役場へ届け出が必要です。

■その他にも
　自動車の登録、電話、電気、ガス、新聞などさ
まざまな手続きがあります。移動後では不便をき
たす場合もありますので必ずご確認ください。

学 校 関 係

町外・町内学校へ転校する場合
転出先の住所、最終登校日を在学校へ連絡してください。
　　　　　�
在学校から「在学証明書」と教科書給与証明書」
が発行されます。
　　　　　�
住民登録転出の手続きが終了後、
　　　　　�
入学予定の教育委員会から「入学証明書」受領
　　　　　�
新しい学校へ前記
２通を提出してく
ださい。

�����
石川町から他町村へ住所を変更するとき

�����
他町村から石川町へ住所を変更するとき

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																
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福
島
県
議
会
議
員
選
挙
が
４
月
８

日
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

選
挙
は
有
権
者
が
県
政
に
参
加
す

る
最
大
の
機
会
で
あ
り
、
責
務
で
も

あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し

ょ
う
。

棄
権
し
な
い
で
！

期
日
前
投
票
は

　

投
票
日
に
仕
事
や
出
張
、
旅
行
な
ど
で

出
か
け
た
り
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
当
日

投
票
で
き
な
い
方
は
、
選
挙
公
示
の
次
の

日
３
月　

日（
土
）
か
ら
４
月
７
日（
土
）

３１

ま
で
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

期
日
前
投
票
が
で
き
る
時
間
は
、
午
前

８
時　

分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。
郵

３０

送
さ
れ
た
入
場
券
を
も
っ
て
、
町
選
挙
管

理
委
員
会
（
役
場
総
務
課
）
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

●
身
体
の
不
自
由
な
方
へ

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
病
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
障
害
の
程

度
が
一
定
の
条
件
に
該
当
し
て
い
る
方
、

も
し
く
は
介
護
保
険
要
介
護
５
の
認
定
を

受
け
て
い
る
方
は
「
郵
便
投
票
制
度
」
を

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
町
選
挙
管
理
委
員
会

ま
で
お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

投
票
の
で
き
る
人

　

投
票
の
で
き
る
人
は
、
ま
ず
「
選
挙
人

名
簿
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件

と
な
り
ま
す
。
今
回
の
福
島
県
議
会
議
員

選
挙
に
お
い
て
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
は
次
の
通
り
で
す
。

■　

昭
和　

年
４
月
９
日
ま
で
に
生
ま
れ

６２

た
方
で
、
石
川
町
に
引
き
続
き
３
ヶ
月

以
上
居
住
し
て
い
る
人

■　

平
成　

年　

月　

日
ま
で
に
転
入
届

１８

１２

２９

を
出
さ
れ
て
い
る
方
で
引
き
続
き
居
住

を
し
て
い
る　

歳
以
上
の
人
。

２０

期
日
前
投
票
の
や
り
方

①入場券をお持ちください

入場券で、本人確認と名簿との
照合を行います。
※入場券を紛失された場合など
は職員へお申し付けください。

②宣誓書（投票用紙交付請求書）を記入
していただきます

記入の内容
１、当日選挙に行けない理由を選び、丸を付け
る。

２、期日前投票を行う年月日、氏名、生年月日、
住所を記入

�

�

③投票用紙を受け取ります

��

④
候
補
者
名
を
記
入
し 

投
票
し
ま
し
ょ
う 

4
月
8
日
（日曜）

投
票
日 

福
島
県
議
会
議
員
一
般
選
挙 

公
示
日
／
３
月
３１
日
� 
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老
人
医
療
を
考
え
る

医医医医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療療療療
制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度
をををををををををををををを
維維維維維維維維維維維維維維
持持持持持持持持持持持持持持
しししししししししししししし
てててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいい
くくくくくくくくくくくくくく
たたたたたたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめめめめめ
にににににににににににににに

医
療
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

　

老
人
医
療
制
度
の
創
設
に
よ
り
、
高
齢
者
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、

必
要
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

近
年
、
高
齢
化
の
進
行
に
と
も
な
い
老
人
医
療
費
が
急
増
し
、
国
民
の

負
担
も
ま
す
ま
す
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
に
不
可
欠
な

医
療
保
険
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
改
正
も

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
正
し
く
医
療
と
向
き
合
い

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高齢者の口腔衛生教室
　１月２６日、野木沢公民館で行われた中野高齢者
学級。口腔（口からのどまでの空洞部分）は、食
べる・話す・呼吸するため、そしていつまでも元
気で快適に生活するためにとても大切な場所です。

　

石
川
町
に
お
け
る
平
成　

年
度
の
老
人

１７

医
療
費
は
、
総
額　

億
３
千
４
百
万
円
で
、

２１

前
年
度
か
ら
ほ
ぼ
横
這
い
で
す
。
た
だ
し
、

老
人
医
療
受
給
者
１
人
当
た
り
の
医
療
費

は
、
前
年
度
か
ら
２
２
、
０
８
９
円
増
え

て
７
１
４
、
６
９
４
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

図
１
か
ら
も
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
よ
う

に
年
々
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。

　

疾
病
分
類
別
で
見
る
と
、
高
血
圧
性
疾

患
な
ど
の
循
環
器
系
疾
患
が
件
数
、
費
用

額
と
も
に
も
っ
と
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
加
齢
と
と
も
に
増
大
す
る
傾
向
に

あ
る
の
が
特
徴
で
す
。

老
人
医
療
の
動
向　

図１



特 
集

��●● 広広報報いいししかかわわ３３月月号号

老
人
保
健
制
度
は

国
民
み
ん
な
が
支
え
て
い
ま
す

　

老
人
医
療
費
の
う
ち
、
み
な
さ
ん
の
自

己
負
担
分
を
除
い
た
額
の
５
割
が
老
人
保

健
拠
出
金
（
み
な
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
の
保
険
者
と
被
保
険
者
が
負
担

し
ま
す
。
つ
ま
り
現
役
世
代
か
ら
の
支
援

金
で
す
。）
で
、
残
り
の
５
割
が
公
費

（
み
な
さ
ん
の
納
め
る
税
金
な
ど
で
国
・

県
・
町
が
負
担
し
ま
す
。）
で
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

２０

制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
伴
い
、
老

人
保
健
制
度
は
廃
止
に
な
り
ま
す
。
新
し

い
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
現
行
制

度
と
は
以
下
の
点
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

①
新
制
度
へ
は
現
在
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
（
国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
）

か
ら
脱
退
し
て
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

②
今
ま
で
保
険
料
を
納
め
る
必
要
が
な
か

っ
た
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
も
含
め
て
、

加
入
者
全
員
に
保
険
料
負
担
が
発
生
し

ま
す
。
保
険
料
は
基
本
的
に
年
金
か
ら

の
天
引
き
に
よ
る
徴
収
と
な
り
ま
す
。

③
新
制
度
は
県
内
全
市
町
村
が
加
入
す
る

広
域
連
合
が
運
営
し
ま
す
。

　

ま
た
、　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
（
前

７０

７５

期
高
齢
者
）
に
つ
き
ま
し
て
も
、
平
成　
２０

年
４
月
か
ら
、
一
部
負
担
金
の
割
合
が
１

割
か
ら
２
割
に
上
が
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
が
加
速
す
る
将
来
に

わ
た
っ
て
医
療
制
度
を
存
続
さ
せ
て
い
く

た
め
に
は
、
こ
う
し
た
制
度
改
革
（
み
な

さ
ん
の
負
担
増
）
の
流
れ
は
今
後
も
続
い

て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
の
よ
う
な
流
れ
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
私

た
ち
の
心
が
け
次
第
で
十
分
可
能
で
す
。

医
療
費
を
大
切
に

使
う
た
め
に
で
き
る
こ
と

■
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

■
お
医
者
さ
ん
の
重
複
受
診
を
や
め
ま
し

ょ
う
。

　

同
じ
症
状
で
い
く
つ
も
の
お
医
者
さ
ん

に
か
か
っ
た
り
、
同
じ
診
療
科
を
複
数
受

診
し
た
り
す
る
と
、
何
度
も
初
診
料
を
支

払
い
、
同
じ
よ
う
な
検
査
や
処
置
が
繰
り

返
さ
れ
費
用
が
嵩
み
ま
す
。

■
お
医
者
さ
ん
の
判
断
で
代
替
可
能
な
場

合
は
安
価
な
後
発
医
薬
品
を
使
用
し
ま
し

ょ
う
。

■
診
療
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

休
日
・
時
間
外
診
療
は
費
用
も
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
の
で
、
や
む
を
え
な
い
場
合
以

外
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

■
生
活
習
慣
を
改
善
し
ま
し
ょ
う
。

●
栄
養
と
健
康
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
、
食
生
活
の
見
直
し
を
し
ま

し
ょ
う
。

●
適
度
な
運
動
は
心
臓
・
血
管
な
ど
の
循

環
器
系
、
肺
な
ど
の
呼
吸
器
系
の
機
能

が
高
ま
り
、
健
康
の
増
進
に
役
立
ち
ま

す
。

●
ま
た
、
休
養
を
し
っ
か
り
と
っ
て
心
身

と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。



　
１
月
７
日
、
Ｊ
Ｒ
磐
城
石
川
駅
で
水
郡
線
新
型
車

両
の
試
乗
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
１
月
１９
日
か
ら
順
次
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
の
車
両

は
、
シ
ル
バ
ー
の
ボ
デ
ィ
に
黄
、
赤
、
青
、
緑
が
配

色
さ
れ
た
カ
ラ
フ
ル
な
車
体
で
、
一
つ
ひ
と
つ
の
座

席
も
広
く
ゆ
っ
た
り
し
た
作
り
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も
図
ら
れ
、
広
い
ト
イ
レ
の

設
置
や
電
光
掲
示
板
な
ど
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
は
、
約
７０
人
の
親
子
連
れ
が
参
加
し
、
明

る
く
乗
り
心
地
の
よ
い
車
両
で
石
川
駅
〜
郡
山
駅
往

復
の
旅
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

地
域
の
足 

水
郡
線
が
新
型
車
両
導
入 

　
１
月
１７
日
、
町
長
室
で
人
権
擁
護
委
員
委
嘱
状
伝

達
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
に
関
す
る
相
談
を
受
け

た
り
、
人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
方
を
救
済

す
る
活
動
。
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識
を
育
て
る
、

啓
発
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
６
人
の
委
員
の

み
な
さ
ん
が
法
務
大
臣
よ
り
委
嘱
を
受
け
活
動
し
て

い
ま
す
。 

　
こ
の
日
は
、
加
納
町
長
か
ら
阿
部
文
子
さ
ん
（
双

里
）
、
鈴
木
紘
一
（
塩
沢
）
さ
ん
へ
委
嘱
状
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。
お
二
人
の
任
期
は
平
成
２１
年
１２
月
３１

日
ま
で
で
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

人
権
擁
護
委
員 

　
１
月
１１
日
、
役
場
分
庁
舎
会
議
室
で
、
農
用
地
利

用
規
定
認
定
書
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
協
定
は
、
農
業
経
営
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、

後
継
者
不
足
に
よ
る
荒
廃
が
危
惧
さ
れ
る
農
業
地
帯

を
守
る
た
め
、
「
農
用
地
利
用
規
程
」
を
定
め
有
効

に
経
営
を
行
う
農
用
地
利
用
団
体
に
対
し
認
定
書
を

交
付
す
る
も
の
で
す
。 

　
今
回
は
、
新
屋
敷
地
区
生
産
組
合
（
郷
三
記
雄
組

合
長
）
、
王
子
平
営
農
改
善
組
合
（
遠
藤
武
重
組
合

長
）
へ
、
２
月
７
日
に
は
塩
沢
集
落
営
農
組
合
（
中

村
幹
雄
会
長
）
へ
認
定
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。 

 

農
地
を
守
り
有
効
活
用 

街街か
ど

探検隊探検隊探検隊
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１
月
２６
日
、
石
川
町
教
育
委
員
会
で
は
、
文
化
財

防
災
デ
ー
に
あ
わ
せ
て
町
内
の
指
定
文
化
財
の
査
察

を
行
い
ま
し
た
。 

　
警
察
署
員
２
名
、
消
防
署
員
２
名
、
消
防
団
員
２

名
、
町
文
化
財
保
護
指
導
員
４
名
、
教
育
委
員
会
担

当
職
員
２
名
が
防
火
体
制
の
現
状
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
査
察
箇
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

▼
谷
地
千
手
観
音
立
像
▼
北
山
形
の
福
満
虚
空
蔵
堂

▼
華
蔵
寺
の
銅
鐘
▼
乗
蓮
寺
の
銅
鐘
▼
薬
王
寺
の
薬

師
堂
及
び
仏
像
▼
石
都
々
古
和
気
神
社
の
鰐
口
及
び

文
書 文

化
財
を 

火
災
か
ら
守
る 

　
１
月
２６
日
、
石
川
町
共
同
福
祉
施
設
で
、
石
川
町

体
育
協
会
（
岡
崎
重
春
会
長
）
の
平
成
１８
年
度
表
彰

式
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
も
幅
広
い
分
野
で
ス
ポ
ー
ツ
に
活
躍
、
普
及

に
尽
力
さ
れ
た
６４
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

▼
優
秀
指
導
者
賞
・
廣
瀬
悦
子
さ
ん
（
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
）
▼
最
優
秀
選
手
賞
・
瀬
谷
和
三
さ
ん
（
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
）
関
根
彰
人
さ
ん
・
橋
本
龍
弘
さ
ん
・

白
川
　
純
さ
ん
・
窪
木
一
茂
さ
ん
（
以
上
自
転
車
競

技
）
瀬
谷
智
美
さ
ん
（
陸
上
競
技
女
子
円
盤
投
げ
）

▼
優
秀
賞
・
４４
人
▼
少
年
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
・
１３
人 

石
川
町
体
育
協
会 

64
人
を
表
彰 

　
１
月
１８
日
、
沢
田
小
学
校
で
高
齢
者
体
験
学
習
in

沢
田
小
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
教
室
は
、
高
齢
者
体
験
を
と
お
し
て
、
高
齢

者
の
体
と
気
持
ち
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
身
近
な

高
齢
者
へ
の
具
体
的
な
接
し
方
と
自
分
た
ち
に
何
が

で
き
る
か
を
考
え
る
た
め
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
実
際
に
難
聴
に
な
る
耳
あ
て
や
白
内
障
に
な
る
メ

ガ
ネ
、
関
節
が
曲
ら
な
い
ギ
ブ
ス
、
重
り
の
入
っ
た

ベ
ス
ト
な
ど
を
着
用
し
、
歩
行
し
た
り
、
色
を
識
別

し
た
り
、
会
話
を
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
高
齢

者
の
気
持
ち
や
動
き
を
理
解
し
、
「
も
っ
と
や
さ
し

く
し
て
あ
げ
よ
う
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

高
齢
者
の
気
持
ち
を 

知
ろ
う 

　
１
月
１８
日
、
母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
ス
ケ

ー
ト
場
で
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
三
宮
恵
利
子
さ
ん
を

講
師
に
、
母
畑
小
学
校
ス
ポ
ー
ツ
ふ
れ
あ
い
教
室
が

開
か
れ
ま
し
た
。 

　
三
宮
先
生
は
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
長
野
、
ソ
ル

ト
レ
イ
ク
２
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
は
じ
め
、

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
通
算
６
勝
な
ど
、
世
界
を
ま
た
に

か
け
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
の
普
及
啓
発
活
動
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
で
幅

広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
は
、
母
畑
小
学
校
の
児
童
が
参
加
し
、
ウ

ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
の
仕
方
や
基
本
的
な
動
き
を
楽

し
く
学
び
ま
し
た
。 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に 

学
ぶ 街

探検隊探検隊

取
材
し
ま
す
！ 

身
近
に
行
わ
れ
て
い
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
明
る
い
話
題
な
ど
を
役
場
総
務
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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職業職業��さくら荘で介護師をやっています。さくら荘で介護師をやっています。

���今、情熱を傾けて取り組んでいることは何ですか今、情熱を傾けて取り組んでいることは何ですか

���メダルゲームです。メダルゲームです。

���将来やってみたいことや夢を聞かせてください将来やってみたいことや夢を聞かせてください

���将来は福祉関係の資格を取りたいです。将来は福祉関係の資格を取りたいです。

���将来どんな町になって欲しいですか将来どんな町になって欲しいですか

���健全な町になって欲しいです健全な町になって欲しいです

���最後に理想のタイプは最後に理想のタイプは

���気持ちのいい人。気持ちのいい人。

��次回は、板橋さんの紹介で次回は、板橋さんの紹介で添田智子さん添田智子さんです。です。

板橋　大輔さん（２１歳）●鹿ノ坂

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
３
人
授
か
り
、
孫
が
７
人
に
な

り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞
か
せ
て

５０

く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年
３
月
に
結
婚
、
農
家

３０

で
水
稲
、
た
ば
こ
、
和
牛
な
ど
を
生
産
し

ま
し
た
。
外
へ
働
き
に
も
出
ま
し
た
の
で
、
農
作

業
を
休
日
や
早
朝
な
ど
に
行
っ
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。
現
在
は
自
分
で
食
べ
る
程
度
の
野
菜
を

栽
培
し
旅
行
や
温
泉
を
楽
し
み
な
が
ら
の
ん
び
り

生
活
し
て
い
ま
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

義
司　

竹
細
工
で
す
。
カ
ゴ
を
編
ん
だ
り

し
て
い
ま
す
。

ミ
チ
子　

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教
え
て

く
だ
さ
い

春
の
桜
、
そ
し
て
地
元
に
あ
る
塩
ノ
沢
・

女
庭
温
泉
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

若
い
人
た
ち
が
町
に
住
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
、
働
く
場
所
の
確
保
を
お
願
い
し
ま

す
。

������������������������������������

������������������������������������������������������

氏名：小木　義司さん（７２歳）
　　　　　ミチ子さん（７０歳）
住所：板橋字沢古屋

旅行や温泉を楽しんでいます

●
町
民
と
と
も
に
歩
む
町　

い
し
か
わ
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●「ハッピースマイル」と「集暖」では参加してくれるお子さん（３歳以下）、グループを募集していま
す。お気軽にお問い合わせください。石川町役場総務課 広報広聴係　２６－２１１２ 

●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真画像を添えお送りく
ださい。 Koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

�サークル紹介コーナー�第２４回

ク
ロ
リ
テ
イ
（
輪
投
げ
）
は
、
棒
の
立

　

ク
ロ
リ
テ
イ
（
輪
投
げ
）
は
、
棒
の
立

っ
た
的
に
輪
を
投
げ
得
点
を
競
う
団
体
競

っ
た
的
に
輪
を
投
げ
得
点
を
競
う
団
体
競

技
で
す
。

技
で
す
。

石
川
長
寿
会
（
藤
田
久
会
長
）
で
は
、

　

石
川
長
寿
会
（
藤
田
久
会
長
）
で
は
、

ク
ロ
リ
テ
イ
競
技
を
通
し
て
会
員
相
互
の

ク
ロ
リ
テ
イ
競
技
を
通
し
て
会
員
相
互
の

親
睦
と
交
流
を
図
り
、
心
身
の
健
康
を
維

親
睦
と
交
流
を
図
り
、
心
身
の
健
康
を
維

持
し
、
活
力
あ
る
豊
か
な
長
寿
社
会
を
つ

持
し
、
活
力
あ
る
豊
か
な
長
寿
社
会
を
つ

く
る
こ
と
を
目
的
に
、
今
年
１
月
か
ら
月

く
る
こ
と
を
目
的
に
、
今
年
１
月
か
ら
月

２
回
程
度
、
定
期
的
に
練
習
を
行
っ
て
い

２
回
程
度
、
定
期
的
に
練
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。
集
中
力
は
も
ち
ろ
ん
、
全
身
を
使

ま
す
。
集
中
力
は
も
ち
ろ
ん
、
全
身
を
使

っ
て
投
げ
る
輪
投
げ
は
健
康
に
最
高
。
み

っ
て
投
げ
る
輪
投
げ
は
健
康
に
最
高
。
み

ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
楽
し
い
笑
い

ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
楽
し
い
笑
い

が
あ
ふ
れ
ま
す
。
簡
単
な
よ
う
で
な
か
な

が
あ
ふ
れ
ま
す
。
簡
単
な
よ
う
で
な
か
な

か
入
ら
な
い
の
で
面
白
い
で
す
よ
。

か
入
ら
な
い
の
で
面
白
い
で
す
よ
。

▲全身を使って投げます

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

「お兄ちゃんが大好きなまなちゃん！これからも「お兄ちゃんが大好きなまなちゃん！これからも
仲良く健康で思いやりのある子に育ってネ仲良く健康で思いやりのある子に育ってネ！！！！」」 

ぱぱ、ままより（長久保）ぱぱ、ままより（長久保）

水野水野　翼翼ちゃん   ちゃん
つばさ

水野水野　愛 愛 華華ちゃん   ちゃん
まな か

▲何点だったかな？
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平
成　

年
度
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
に
な

１８

り
、
小
中
学
生
共
に
年
度
の
ま
と
め
と
新
年

度
へ
向
け
て
大
き
な
希
望
を
膨
ら
ま
せ
て
、

心
身
の
準
備
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
は
、
新
教
育
の
一
環
と
し
て
、
小
学
６

年
生
と
高
校
生
に
よ
る
「
百
人
一
首
交
流

会
」
、
学
力
の
向
上
や
進
学
意
識
を
高
め
る

「
中
学
生
対
象
教
育
講
演
会
」
の
様
子
を
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
「
百
人
一
首
交
流
会
」

　

高
校
生
が
見
守
る
中
、
県
立
石
川
高
校
の

先
生
の
読
み
上
げ
る
声
に
耳
を
傾
け
、
真
剣

に
札
を
追
う
子
ど
も
た
ち
。
小
学
生
、
高
校

生
の
交
流
に
よ
り
町
内
の
児
童
生
徒
相
互
の

理
解
や
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
中
学
生
対
象
教
育
講
演
会
」

　

石
川
、
沢
田
両
中
の
１
、
２
年
生
が
学
力

や
生
活
意
識
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
お
話
を

聞
い
た
り
、
実
際
に
時
間
を
設
定
し
て
百
マ

ス
計
算
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
、

元
中
学
教
師
で
和
歌
山
大
学
の
非
常
勤
講
師

を
務
め
、
著
書
も
た
く
さ
ん
あ
る
小
河
勝
氏

が
当
た
り
ま
し
た
。

　　

「
新
石
川
の
教
育
」
に
取
り
組
ん
で
１
年

目
が
終
了
し
ま
す
。
町
内
の
有
識
者
の
皆
さ

ん
で
構
成
す
る
推
進
委
員
会
や
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

絡
協
議
会
、
各
小
中
学
校
の
先
生
方
の
理
解

と
協
力
を
得
て
、
児
童
生
徒
の
確
か
な
学
力

の
向
上
や
人
格
の
醸
成
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
広
報
を
ご
覧
に
な
り
、
た
く
さ

ん
の
ご
意
見
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　年長さんが、春にポップコーンの苗を幼稚園の畑に植え
ました。水やり、草むしりと大事に育てたポップコーンを
夏に収穫し、秋、冬と乾燥させ、ついに大きななべでポン
ポンと「ポプコーンパーティー」。一年間待ったポプコー
ンはおいしかったね！

授業の成果は？

　ポップコーンが芽を出し、少し
ずつ成長する姿を見ながら「生
命」を感じ、草むしりなど世話を
しながら「愛おしさ」を感じ、収
穫、乾燥で「喜び」感じ、栽培し
た友達と一緒に食すことで「絆」
を深めることができました。

自
分
達
で
栽
培
し
た
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
！

こんな授業をやりました�

▲ワクワク収穫風景

�大きな鍋でポンポンはじけました。

Qどんな学年ですか？
Aたくさんの友達と笑顔に囲まれた楽しく、
優しい学年です。４月から小学校に入学す

るのを楽しみにしています。
Qどんなお友達がいるの？
A一人ひとりが得意な自慢を持っています。
３月にはじまん大会で得意な技を披露し

ます。たくさんの友達、たくさんの個性

があふれた学年です。

紹
介
コ
ー
ナ
ー

【百人一首交流会】

【中学生対象教育講演会】



介
護
支
援
コ
ー
ナ
ー 
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高
齢
期
は
、
配
偶
者
や
友
人
と
の
死
別
、
仕

事
な
ど
の
役
割
が
な
く
な
る
な
ど
、
喪
失
感
を

抱
き
や
す
い
出
来
事
が
多
く
、「
う
つ
」
状
態

に
な
り
が
ち
で
す
。
ま
た
、
病
気
で
あ
る
「
う

つ
病
」
に
か
か
る
と
、
放
置
す
れ
ば
自
殺
の
危

険
性
も
生
じ
ま
す
。　

う
つ
病
は
、
治
る
可
能

性
の
高
い
病
気
で
す
。
気
に
な
る
症
状
が
み
ら

れ
た
ら
、
か
か
り
つ
け
医
、
あ
る
い
は
心
療
内

科
、
精
神
科
な
ど
の
専
門
医
の
診
察
を
早
め
に

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

介
護
予
防
を
実
践
し
て

い
つ
ま
で
も
豊
か
な
毎
日
を
…
パ
ー
ト
�

  
う
つ
病
予
防

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

〜
高
齢
期
の
う
つ
病
は万

病
の
も
と
〜

� 
高
齢
期
は
う
つ
に
な
り
や
す
い
こ
と
を
知
る
。

�
「
う
つ
か
な
」
と
思
っ
た
ら
、
早
め
に
か
か
り

つ
け
医
な
ど
の
医
療
機
関
に
相
談
す
る
。

�
つ
ら
い
気
持
ち
に
な
っ
た
ら
、
家
族
や
友
人
に

話
し
て
み
る
。

� 
で
き
る
だ
け
就
寝
・
起
床
時
間
を
規
則
的
に
し

て
、
生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る
。

� 
疲
れ
て
い
る
と
き
は
、
家
事
や
外
出
な
ど
を
無

理
に
行
わ
ず
、
休
養
を
心
が
け
る
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

　近年、医療費の増加傾向が続いています。国保は、
皆さんが納める国保税で運営されています。どのよう
なことが医療費を増やす原因になっているかを知り、
医療費を大切に使いましょう。

なぜ医療費が増えているのでしょう？
【医療機関へのかかり方】
　同じ症状でいくつもの医療機関にかかると医療費が
かさみます。
【生活習慣病の増加】
　生活習慣病は治療に長い期間がかかるため、医療費
がかかります。
【社会の高齢化】
　医療を受ける回数や期間が長い高齢者が増え、医療
費が増えています。
【医療技術の進歩】
　新しい医療機器や薬が開発されたことで、これまで
治療が難しかった病気も治すことができるようになり
ましたが、治療にかかる費用も増えています。

医療費を大切に使うためには？
１　かかりつけ医を持ちましょう
　家族全員の総合的な健康管理や体調の相談などきめ
細かな対応をしてもらえます。相談や質問のしやすい、
かかりつけ医を持ち信頼を置いてその指示に従いまし
ょう。
２　重複受診をやめましょう
　同じ症状でいくつものお医者さんにかかるのはやめ
ましょう。病院を変えるとまた初診料を支払い、同じ
ような検査や処置が繰り返され、費用だけでなくから
だにとっても負担になります。
３　診療時間内の受診を心がけましょう
　休日や診療時間外の診療は、緊急の場合などやむを
えない場合以外は避けましょう。体調が悪ければ早め
に時間内に受診しておきましょう。
４　定期的に健康診断を受けましょう
　病気の早期発見・治療は、病気が重症化する前に適
切な治療が受けられ、医療費の増加も抑えられます。
５　生活習慣を改善しましょう
　悪い生活習慣を改めることで、生活習慣病を予防し、
健康的に医療費を節約しましょう。
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⑯

高
田
桜

　

県
指
定
の
天
然
記
念
物
。
高
田
地
区

の
高
台
に
あ
る
樹
齢
５
０
０
年
の
エ
ド

ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
。
樹
高
は
約　

メ
ー
ト

１８

ル
で
胸
高
周
囲
は
６
・
３
メ
ー
ト
ル
。

戦
国
時
代
末
の
領
主
、
石
川
昭
光
の
こ

ろ
に
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
と
い
う

伝
説
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
地
元
の
皆
さ
ん
の
手
に
よ

り
東
屋
も
完
成
。
訪
れ
る
人
た
ち

に
好
評
を
え
て
い
ま
す
。

▲旧営林署横の坂を登ります

�
春
に
向
け
開
花
を
待
ち
ま
す

▲高台には、東屋が

高
田�

今
年
も
開
花
が
楽
し
み
で
す

第24回 

物忘れ？それとも認知症？
　年をとると、だれにでも物忘れが生じます。これ
は脳の老化に伴うもので、加齢による生理的現象と
いえます。一方認知症は脳の障害による病的な物忘
れです。両者の症状は現れ方がまったく違います。
老化に伴う物忘れ（生理的物忘れ）
�部分的であり何かのきっかけで思い出す
�軽度で持続しない
�日時・場所・家族の顔などは忘れない
�自覚できる
�日常・社会生活に支障はきたさない
�状態は進行しない
認知症による物忘れ（病的な物忘れ）
�記憶の全体に及ぶ
�持続的で事前に食事したことも忘れてしまう。
�日時・場所・家族の顔を忘れる。
�自覚できない
�日常・社会生活に介助が必要
�病状が進行する

■軽症のうちに受診を！
　認知症は軽症のうちに発見し、それ以上進まない
ようにすることが大切。興味の減退、置き忘れの増
加、考えがまとまらない、注意力の減退などの症状
があれば、専門医を受診しましょう。

曲　木 相楽テル子さん 

食改さんの 食改さんの 
 
 
 
 
 
 
 

●作り方 
①りんごは皮をむいてくし型
に切り、水を入れずにとろ火
で煮る。煮汁が出てきたらは
ちみつを加えて、鍋をゆすり

ながら１５～２０分煮詰める。 
②塩を加えて煮汁が無くなるまで、焦がさないようにじっ
くり煮込む。（約１時間で出来上がる） 
③器に盛り付け、ヨーグルトを好みの量かけて食べる。 
●相楽さんの 
りんごを無駄にしないよう煮て、家族みんなで食べます。 
一度にたくさん煮ると、りんごからの水分が出てきれいに
仕上がり、ちょっとした保存食として便利です。 
煮る時にはとろ火で、かき回さないのがコツです。 
●栄養士からひとこと 
少量のはちみつでりんごの甘さ
を活かして作るので、幼児から
お年寄りまで食べられます。 
ヨーグルトと一緒に食べる事で、
便秘予防とカルシウム補給がで
きます。 

 りんごのはちみつ煮ヨーグルト添え

材
料
（
作
り
や
す
い
分
量
） 

りんご・・・・・・・・・２kg（７個） 

はちみつ・・・・・・・・大さじ２ 
（りんごの甘さで加減する） 

塩・・・・・・・・・・・・ひとつまみ 

プレーンヨーグルト・・適量 
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（平成１８年１月１日～１月３１日まで届出分　敬称略）

住 所保 護 者氏 名

中塚　 貴  也  （博　文・佐知子） 塩　沢
たか や

鈴木　 凌  太  （康　正・和　江） 山　形
りょう た

江尻　 博  亮  （勝　博・真由美） 赤　羽
ひろ あき

秋山　 幸  輝  （英　雄・紀　子） 高　田
こう き

遠藤　 祐  希  （敬　男・八重子） 立ヶ岡
ゆう き

渡邊　 翔  紀  （靖　夫・恵美子） 北　山
かけ のり

永井　 龍  汰  （孝　廣・千　絵） 曲　木
りゅう た

吉田　 仁  輝  （義　彦・由　美） 和　久
ひと き

関川　 隼  真  （正　美・美　幸） 沢　井
はゆ ま

大串　 春  人  （孝　則・梨　香） 双　里
はる と

芳賀　 悠  太  （　満　・めぐみ） 立ヶ岡
ゆう た

石 川 町 3 ～ 4 月 の 主 な 予 定

3月 ●March
勤労青少年ホーム

中島医院

保健センター

ひらた中央病院
保健センター

老人福祉センター

富永医院

保健センター

ねんきん相談（郡山社会福祉事務所）
（１０：００～）

所得税確定申告終了

在宅当番医

すくすく教室 （９：３０～）
春分の日
在宅当番医
３歳児健診 （１３：００～）
小学校卒業式
心配ごと相談 （１０：００～）

在宅当番医

１歳児健診 （９：３０～）

�

�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

15

16
17
18
19
20
21

22
23

24
25
26
27
28
29
30
31

4月 ●April
味原医院

保健センター

大野診療所

老人福祉センター
保健センター
保健センター
とうまちクリニック
保健センター

ひらた中央病院

在宅当番医

１歳６ヶ月児健診・ＢＣＧ （１３：００～）
春の全国交通安全運動
小中学校入学式

在宅当番医
花まつり
心配ごと相談 （１０：００～）
２歳児教室 （９：３０～）
ポリオワクチン投与 （１２：３０～）
在宅当番医
３～４ヶ月児健診 （１３：００～）

在宅当番医

�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�

�
�
�
�

1
2
3
4
5
6

　7
8

9
10
11

12
13
14
15

　 新　 郎　 新　 婦 （ 出 身 地 ）　

瀧川　　豊（中　田）・片野麻由子（須賀川市）
池田　浩幸（新屋敷）・前田　真貴（新屋敷）
瀧口　優翼（母　畑）・酒井　　香（会津坂下町）

住 所　 氏　 名　

 柳　沢　サ　ツ 一ノ沢 
 近　藤　京　子 中　野
 近　藤　真　矢 中　野
 近　藤　由　佳 中　野
 山野辺　昌　男 南　町
 斉　藤　　　寛 双　里
 須　藤　ミ　ヨ 板　橋
 山　中　利　夫 下　泉
 岩　谷　フ　ク 曲　木
 西　條　　　清 曲　木
 酒　井　政　良 南山形
 添　田　チヨノ 北　山
 鈴　木　正　男 北　町
 片　寄　彦太郎 鹿ノ坂 
 大　串　キミ子 北　山
 佐　藤　コ　ノ 曲　木
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